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認証番号0004863



坂口工場&物流ｾﾝﾀｰ

： 騒音規制　　第二種区域

： 振動規制　　第一種区域（２）

坂口工場&本社・物流センター ： 騒音規制　　第二種区域

： 振動規制　　第一種区域（２）・振動

・騒音

・振動

・騒音

都市計画地域内

　　◎静岡県生活環境の保全等に関する条例での地域指定

本社工場 都市計画地域内

　床面積 ㎡ 19,37019,487

坂部工場

2022年度

６．　敷地概要

19,370

3,971

事業年度は、６月～５月で、２０２３年度は、２０２３年６月～２０２４年５月を示します。

321

　　◎都市計画法での用途地域指定

人 313　従業員

3,787　売上高 百万円

313

3,426

５．　事業規模
2023年度　活動規模 単位 2021年度

坂口工場
本社・物流ｾﾝﾀｰ

坂部工場

富士山静岡空港

㈱小糸製作所
榛原工場

１／１６1. 組織の概要
1. 事業者名及び代表者名

第一化成株式会社
代表取締役社長 東 寛

２. 所在地
〒４２１－０４１２
坂部工場 静岡県牧之原市坂部854番地１
〒４２１－０４１１
坂口工場 静岡県牧之原市坂口2020番地
〒４２１－０４１１
本社・物流ｾﾝﾀｰ 静岡県牧之原市坂口2400番地

３． 環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者 常務取締役 寺地 敏彦
ＥＡ２１事務局担当者 経営企画部 松浦 翔
連絡先 ＴＥＬ： （０５４８）２９－０１１９

ＦＡＸ： （０５４８）２９－０８４８
Ｅ‐ｍａｉｌ： ｍａｔｓｕｕｒａ－ｓ＠ｄｉｋ．ｊｐ

４． 事業の内容
プラスチック成形品（自動車用照明部品等）の製造



　　・環境管理責任者の任命

　　・重点課題としての行動方針を定める

　　・環境経営目標の決定、見直し

　　・システム全体の評価と見直し・指示

　　・環境経営計画の承認

　　・環境経営活動に対するインフラ（人材・技術・資金）の整備の推進と統括

　　・内部、外部コミニュケーションの推進と統括

　◎　環境管理責任者

　　・環境経営目標、環境経営画の立案

　　・環境経営計画の推進状況の把握と社長への報告

　　・該当環境関連法規等の把握と管理

　　・環境教育・訓練の実施

　　・問題点発生に対する是正及び予防処置の対応指導

　◎　部門管理者

　　・環境経営計画の推進

　　・該当環境関連法規等の遵守と状況把握

　　・緊急事態発生時の対応実施と報告

　◎　環境内部監査チーム

　　・環境内部監査の実施及び監査結果の報告

　　・監査結果に対する処置のフォロー

　◎　ＥA２１推進事務局

　　・更新審査、中間審査など更新申請等に関わる事務手続き

　　・環境経営レポート作成、データの収集と分析

　　・環境教育訓練計画の企画

　　・教育資料の作成、配布、掲示

　　・活動の啓発、活動内容、取組結果の周知、公表など

　◎　従業員
　　・電気の消灯・節水・産廃の削減・ムダの削減等でｴｺ活動に努める

　　・不良低減等に対し、改善活動に努める

７．　実施体制の構築　　　　　　　　　　　　　　　２０２３年６月１日

☆　環境経営システムの構築、運用、そして有効性を継続的に改善する中で

　 　以下の実施体制を構築する。

☆　実施体制における各自の役割・責任及び権限を以下の通り定める

　　・環境経営システムの構築、環境経営マニュアルの制定

　　・環境経営方針を定める

　◎　社長及び役員（経営層）

生産管理部
営業技術部
部門管理者
紅林部長

品質保証部
部門管理者
西川部長

坂部製造
坂口製造

部門管理者
庄司部長

ＥＡ２１推進事務局
松浦 翔

統括責任者

代表取締役社長
東 寛

環境管理責任者

常務取締役
寺地 敏彦

内部監査員

環境内部監査チーム

２／１６

経営企画部
部門管理者
村松部長



２００９年７月１日　　　　制定

２０１０年６月１日　　　　改定

２０１９年６月１日　　　　改定

２．　環　境　経　営　方　針

４．環境教育を通じ社員の意識を高め、環境保護活動を推進します。

《　基本方針　》

我が、第一化成株式会社は、樹脂成形加工の生産活動を通じて、

　　努めます。

５．環境保全についての、情報を社内外に対して発信し、コミュニケーシ
　　ョンを重視した環境作りを行います。

《　行動指針　》
1．事業活動で発生する環境破壊となるＣＯ２排出量の削減、産業廃棄物の

　　削減、上水道の節水に会社全体で取り組みます。

２．事業活動にあたって環境に関連する法規、条例及びその他の要求事項
　　を遵守し、安全な環境のもとで生産活動をします。

３．生産活動において、工程内不良削減、ムダの排除、生産効率の向上に

第一化成株式会社
代表取締役社長　東　寛

自然環境の保全に貢献して行くとともに、顧客及び地域住民に対

して、安心してもらえる企業を目指して継続的な環境保全と向上

を、常に努めます。
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※購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力の２０２２年発表の調整後排出係数0.459kg-CO2/kWhとする。

　　　ミニ改善活動の推進 全社員『１件/月』の提案を目標に活動

　　　ＱＣサークル活動の推進 各グループ　２件/年を目標に実施

　　　工程内不良の削減

　　　 廃プラスチックの削減 0.054

（３）上水道使用量の削減

工程内不良（二次検査含む）前年対比１/２化各課実施計画に沿って実施

　　　上水道使用量の削減 －0.5％

（4）自らが生産・提供する製品に関す
る環境配慮

0.002 ㎥/千円 －0.5％ －0.5％

－0.5％ －0.5％

kg/千円 －0.5％ －0.5％ －0.5％

－0.5％

   　　軽油使用量の削減 0.0029 kℓ/千円 －0.5％

（２）廃棄物排出量の削減

－0.5％

－0.5％ －0.5％

　　　 ＬＰＧ使用量の削減 0.019

   　　ガソリン使用量の削減 0.0046 kℓ/千円 －0.5％

kg/千円

－0.5％ －0.5％

環境中期目標値

－0.5％ －0.5％

　　　電力使用量の削減 2.910 ｋWｈ/千円 －0.5％ －0.5％

（１）二酸化炭素排出量の削減 1.41 ｋｇ-CO2/千円 －0.5％

２０２２年（３７期） 単位

３．環境経営目標

　中期の重点目標としても電気エネルギーの低減と廃棄物総排出量の低減が大きな課題となる。

・２０２３年度、２０２４年度、２０２５年度環境負荷低減目標値を下記に示す。

２０２３年対前年比
（３８期）

２０２４年対前年比
（３９期）

２０２５年対前年比
（４０期）

　弊社の事業年度は、６月～５月で、２０２２年度は、２０２２年６月～２０２３年５月を示す。

環境項目目標
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推進担当部門

推進責任者 2022年6月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 2023年1月 ２月 ３月 ４月 ５月

△0.25% △0.25% △0.25% △0.50% △0.50% △0.50% △0.75% △0.75% △0.75% △1.00% △1.00% △1.00% △1.00%

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

　1.4　電力削減活動

108Mwh 108Mwh 108Mwh 108Mwh 108Mwh 108Mwh 108Mwh 108Mwh 109Mwh 109Mwh 109Mwh 109Mwh 1300Mwh以上

△0.25% △0.25% △0.25% △0.50% △0.50% △0.50% △0.75% △0.75% △0.75% △1.00% △1.00% △1.00% △1.00%

　2.1 3Rの推進

4.36% 4.36% 4.36% 4.36% 4.36% 4.36% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100.00%

1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 12件

18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,208kg 18,216kg 218,504kg

3　環境配慮活動の推進

　3.3　ミニ改善活動の推進 月1件 全社

事務局確認 松浦C

今年度の環境経営計画(２０２３年度)

取組項目 管理項目
計画と実績　（上段：計画、下段：実績、　　　　　　　：計画、　　　　　：実績））

年度合計 備考欄

１.　CO２　排出量原単位の低減
前年度CO２原単位1%低減
2022年度CO２原単位　1.41

全社

　1.1　事務所の日常省エネ活動推進
       (対象部門：営業技術部,品証部,
　　　　　　　　　　　生産管理部,経営企画部）

環境点検表
実施率100%

事務局

　1.2　製造部の生産省エネ活動推進
　　　（対象部門：坂部,坂口製造部）

環境点検表
実施率100%

坂部製造部
坂口製造部

　1.3　物流の日常省エネ活動推進
　　　（対象部門：生産管理部）

環境点検表
実施率100%

経営企画部

　1.5　太陽光発電の維持・継続
前年比発電量　105%

（2022年度 1,219Mwh）
全社

2　廃棄物排出量の抑制
前年度廃棄物原単位1%低減

2022年度廃棄物 0.053kg/千円
製造部

　　　①不良低減活動の推進による不良品
　　　　　排出量の低減（レデュース)

不良率低減率100%(前期50%,後期
50%)

2022年度不良率
7.67%

品質保証部

　　　②ﾁｬｯｸ板作成
　　　　(リユース）

チャック板作成件数1件/月
製造部

生産管理部

　　　③工場内リターンの推進
　　　　（リサイクル）

粉砕量5%アップ
2022年度粉砕量 208,099kg

製造部
生産管理部

　2.2　有価物への切替推進
　　　　①樹脂ダンゴ分別

樹脂ダンゴ分別
製造部

生産管理部

　　　　②重量管理の強化 重量管理の強化
製造部

生産管理部

　3.1　工程内不良削減による
　　　　新人社員教育の実施

新入社員教育の実施 事務局

　3.2　QC活動の推進(全社対象) QC大会年2回実施(11月・4月）
営業技術部
生産管理部

4　地域貢献'活動 草刈りの実施 年2回

評価

（総合コメント：年度末）

環境管理責任者確認 古屋専務
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樹脂ダンゴ分別の教育・指導

重量管理の教育・指導

新
入



　５-1．環境経営目標の実績
単位 2021年 2022年 2023年

①　温室効果ガス排出量 Kg-CO2 5,226,998 5,347,710 5,383,520

Kg-CO2/千円 1.504 1.412 1.356

kg-CO2

②　廃棄物排出量 段ボール t 0 0 0

古紙（模造・新聞） t 0.0 0.0 0.0

その他の紙 t 0.0 0.0 0.0

廃プラ(混廃)
(クリーンオオシバ)

t 10.1 13.1 12.7

廃プラ(可燃物)
(レックス)

t 65.3 70.6 47.1

廃プラ(メッキ含)
(中部カレット)

t 67.9 83.6 65.4

廃プラ(箱)
環境のミカタ

t 23.6 38.2 20.9

その他 t 0 0

③－１　総排水量 m3 6,878 6,673 6,673

m3

③－２　水使用量 m3 6,878 6,673 6,673

m3 0 0

m3 0 0

④　化学物質使用量 kg 0.0 0.0

kg

⑤　エネルギー使用量 MJ 106,191,947 119,349,557 120,381,970

MJ 4,402,834 4,754,236 4,627,591

MJ 0 0

MJ 0 0

⑥　物質使用量 t 6,190.3 6,690.1 7,071.5

t 431.5 410.8 382.0

⑦　サイト内で循環的利用を t

    行っている物質量等 m3

⑧　総製品生産量または t 4,603.9 5,169.2 5,387.0

　　総商品販売量※2 t

⑨　太陽光発電量 kwh 294,231 250,769 265,410

kwh 452,737 433,911 439,867

kwh 489,751 534,911 536,507

※1二酸化炭素排出係数は、各年度とも2022年に中部電力発表の電力係数0.459kg-CO2/kWhで算出し、
　　 統一しています。(調整後排出係数を使用)
※2総製品生産量または総商品販売量について、「製品」は、工場等で製造された品物を意味し、

　「商品」は、売買の目的物としての品物を意味します。したがって「商品」には、「製品」や

　「サービス」等も含まれます。

製品生産量等

購入電力（新エネルギーを除く）

新エネルギー

環境負荷低減に資する製品等

その他

資源使用量

循環資源使用量

利用された物質量

水の利用量

環境への負荷

二酸化炭素　※１

原単位

(                               )

下水道

上水

坂口工場(350kw 自社消費)

坂部工場(10kw･250kw 自社消費)

物流センター(200kw 売電)

公共用水域

一般廃棄物

産業廃棄物

工業用水

地下水

化石燃料

６／１６



６．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容①

 二酸化炭素排出量の前年同月との比較

 ２０２３年度の取組と結果
　《取組みの実績》
・成形機及び、付帯設備の立ち上げ時のタイマー設定を行い、電力消費量の削減を行った。

・太陽光発電の維持・継続(別紙①を参照)

・工場内のムダな電気の消灯の呼びかけ

　《結果》
・太陽光発電の維持・管理が出来、CO2削減に貢献できた。

・トラックでの運搬(製品・箱・金型など)が増加した為、軽油が増加した。

・生産の増加により、電気使用量及び原単位が増加してしまった。

評価

　２０２４年度の取組内容
・社員への呼びかけを続け、意識を高める。

・太陽光パネルの維持管理を引き続き行う。

・　成形機の油圧から電動への更新を都度行う。

・無駄な生産を無くし、電力削減に努める。

・社員への呼びかけを続けて更に意識を高めるように取り組む。△

検　印

※二酸化炭素原単位は、Ton-co2/千円にて算出。

０．５％削減

０．５％削減

2.2%     　　 ４．軽油使用量の削減 ０．５％削減

-6.3%     　　 ３．ガソリン使用量の削減

2.1%

前年比実績

-2.8%

増減率

-4.0%

２０２３年度目標

０．５％削減

０．５％削減 0.7%

-2.9%

　　　　１．電気使用量の削減

取組項目 前年度削減率

総量 原単位

-6.4%

　　　二酸化炭素排出量の削減

　　　　２． ＬＰＧ使用量の削減

-4.7%

0.9%

７／１６

0

200

400

600

800

1,000

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

２０２２年度

２０２３年度

年度 項目 単位 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計 前年比

２０２２年度 二酸化炭素排出量 Ｔｏｎ－ＣＯ２ 428 434 373 479 452 487 471 410 451 515 444 404 5,347.0

２０２２年度 原単位 Ｔｏｎ－ＣＯ２/百万 1.522 1.501 1.513 1.439 1.418 1.378 1.428 1.458 1.393 1.331 1.327 1.308 1.412

２０２３年度 二酸化炭素排出量 Ｔｏｎ－ＣＯ２ 481 468 413 476 458 467 434 375 384 406 364 371 5,097.0 95.3%
２０２３年度 原単位 Ｔｏｎ－ＣＯ２/百万 1.364 1.365 1.439 1.360 1.310 1.296 1.338 1.417 1.382 1.330 1.366 1.331 1.356 96.0%
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別紙①(過去のエコ活動)
（１）川勝県知事来社

８／１６

川勝知事と握手を交わす今村社長

第一化成㈱

物流センター

坂口発電所

発電量 200kw

川勝知事と握手を交わす今村社長

集光パネル



別紙②(過去のエコ活動)

2021年8月度の地域経済誌「COALAnet」にて、第一化成株式会社　坂口工場が掲載され、東社長への
インタビュー記事や太陽光発電の活用などが掲載されました。



６．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容②

 廃棄物排出量の前年同月との比較

 ２０２３年度の取組と結果

　《結果》

評価 検　印

２０２３年度の取組内容を引き続き継続

前年比実績
原単位
増減率取組項目 ２０２３年度目標

〇

・材料のこぼれ、材料間違いを無くすよう呼びかけを実施

・再生材の使用・検討の実施

・前年は台風の影響もあり、廃棄物が多く増加してしまったが、今年度は通常通り抑えることが出来た。

-28.9%　　　廃棄物排出量の削減 ０．５％削減

　《取組みの実績》
・廃棄物の分別の呼びかけを行い、廃棄物削減を行った。

-28.9%

※廃棄物原単位は、kg/千円にて算出。

・昨年度は、台風15号の影響により坂部工場内が冠水し、箱や紙類の廃棄物が多く出てしまったが、

・再生材の使用・検討の実施を引きつづき行う。

２０２４年度の取組内容

　今年度は突発な廃棄は出なかった。
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年度 項目 単位 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計 前年比

２０２２年度 廃棄物排出量 ｋｇ 14,113 13,946 10,944 24,150 22,906 20,094 21,244 18,283 13,471 16,489 17,540 12,345 205525

２０２２年度 原単位 kg/千円 0.050 0.048 0.044 0.073 0.072 0.057 0.064 0.065 0.042 0.043 0.052 0.040 0.0543

２０２３年度 廃棄物排出量 ｋｇ 16,038 15,602 11,663 8,559 10,976 12,062 12,382 11,520 13,515 9,963 11,886 12,050 146216 71.1%

２０２３年度 原単位 kg/千円 0.043 0.043 0.039 0.023 0.030 0.032 0.036 0.041 0.046 0.031 0.042 0.041 0.0386 71.1%
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６．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容③

 上水道使用量の前年同月との比較

年度 項目 単位 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計 前年比

上水道使用量 ㎥ 1,117 1,202 1,279 887 1,144 1,044 6,673

原単位 ㎥/千円 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.001 0.002

上水道使用量 ㎥ 1,136 1,285 1,231 1,041 1,295 933 6,921 103.7%

原単位 ㎥/千円 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 98.9%

 ２０２３年度の取組結果

　《取組みの実績》

　《結果》

・総量では増えてしまったが、原単位では削減することが出来た。

評価 ・この結果を維持できるよう努めてください。 検　印

-1.1%

２０２２年度

０．５％削減

・昨年度の取組を継続する。

２０２４年度の取組内容

　　　上水道使用量の削減

〇

3.7%

・節水の呼びかけを行う

・全体的に削減でき、水漏れ等も無く、節水をすることが出来た。

取組項目

２０２３年度

前年比実績２０２３年度目標
原単位
増減率
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６．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容④

 工程内不良率の前年同月との比較

年度 項目 単位 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計

２０２２年度 工程内不良の低減 ％ 9.18% 8.85% 6.60% 5.98% 8.25% 8.20% 8.31% 8.03% 7.70% 7.06% 6.89% 7.33% 7.67%

２０２３年度 工程内不良の低減 ％ 7.77% 7.31% 7.79% 6.75% 6.65% 6.27% 6.38% 6.00% 5.41% 5.43% 5.46% 5.80% 6.46%

％ -1.42% -1.54% 1.19% 0.77% -1.60% -1.94% -1.93% -2.03% -2.29% -1.63% -1.43% -1.52% -1.21%

 ２０２３年度の取組と結果

　《取組みの実績》

1　工程内不良の低減

2　QCサークル活動の推進

　《結果》

評価

2

　　　１．工程内不良の低減 前年比10%削減

前年比実績

-1.21%

工程内不良の低減（前年比）

取組項目 ２０２３年度目標

・新規製品立ち上げの際には、量産までに問題点の解決が出来るよう努めること。

・充填圧力異常等のチョコ停を解消し、打ち出し不良低減を行った。

・限度を把握した合否判定で工程内不良の低減を行った。

・新規立上げ製品の安定生産、工程内不良の潰しこみ

各課にて不良低減活動を行った結果が出てきた。

前年度と比較し、１.2％も不良低減ができた。

　目標　各グループ　２件/年　　実績　未実施

　目標　全社員『１件/月』　　　実績　18件

・会社全体で不良低減活動を進めた結果、前年と比べ1.2％も削減できた。

・各課ワースト製品をピックアップし、不良低減活動を行った。

3　ミニ改善活動の推進

２０２４年度の取組内容

検　印

〇

２０２３年度の取組を引き続き継続。
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６．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容⑥

２０２３年度活動計画

　　　２０２３年度活動実績　

センター

 ２０２３年度の取組結果

　《結果》

評価 検　印

・省エネ法　定期報告報告書提出（７月２９日）･･関東経済産業局

・各職場にて環境活動を日々チェックする。(環境点検表)

・坂部工場草刈実施(８月・１０月)

・坂口工場草刈実施(８月・１０月)

・２０２３年度の取組を引き続き継続

　２、従業員の環境教育

２０２４年度の取組内容

〇

・計画に対し活動は実行されている。

・防災訓練での点検で打ちあがったことに対し、対策を行うこと。

・5月実施の防災訓練では、坂口(第2工場)の避難経路見直しの点検を行い、対策・検討を行った。

・防災訓練を実施する。

・省エネ法　エネルギー使用状況届出･･･関東経済産業局

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出・・・中部健康福祉

・産業廃棄物の委任先の実地確認(12月予定)

・節電に関する、環境教育訓練の実施　２、従業員の環境教育・訓練の実施

・BCP管理(安否情報システム「安否コール」)

　３、地域の環境活動

・防災訓練の実施(2024年5月28日実施)

・省エネ法　エネルギー管理統括者届出･･･関東経済産業局

・省エネ法　中長期計画書提出（７月２９日）･･関東経済産業局

・当社に隣接する、河川堤の草刈り作業の実施

取　組　項　目 　　　２０２３年度活動内容

　１、環境関連法規の確認

・産業廃棄物の委任先の実地確認(12月22日)

・省エネ法　エネルギー管理企画推進者届出･･･関東経済産業局

・法規及び関係官庁への届出の確認

・ストレスチェックの実施

　３、地域の環境活動

活　動　内　容 活　動　実　績

　１、法規の届出の確認

・省エネ法　定期報告報告書提出（７月２９日）･･関東経済産業局

１２／１６



※購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力の２０２２年発表の調整後排出係数0.459kg-CO2/kWhとする。

　　　ミニ改善活動の推進 全社員『１件/年』の提案を目標に活動

７－１．環境経営目標(次年度以降の中長期目標)

　中期の重点目標としても電気エネルギーの低減と廃棄物総排出量の低減が大きな課題となる。

・２０２３年度、２０２４年度、２０２５年度環境負荷低減目標値を下記に示す。

　弊社の事業年度は、６月～５月で、２０２３年度は、２０２３年６月～２０２４年５月を示す。

環境項目目標
基準年度 環境中期目標値

２０２３年対前年比
（３８期）

単位
２０２４年対前年比

（３９期）
２０２５年対前年比

（４０期）
２０２６年対前年比

（４１期）

（１）二酸化炭素排出量の削減 1.36 ｋｇ-CO2/千円 －0.5％ －0.5％ －0.5％

　　　電力使用量の削減 2.930 ｋWｈ/千円 －0.5％ －0.5％ －0.5％

　　　 ＬＰＧ使用量の削減 0.019 kg/千円 －0.5％ －0.5％ －0.5％

   　　ガソリン使用量の削減 0.0043 kℓ/千円 －0.5％ －0.5％ －0.5％

   　　軽油使用量の削減 0.0029 kℓ/千円 －0.5％ －0.5％ －0.5％

（２）廃棄物排出量の削減

　　　 廃プラスチックの削減 0.039 kg/千円 －0.5％ －0.5％ －0.5％

－0.5％

（３）上水道使用量の削減

（4）自らが生産・提供する製品に関す
る環境配慮

　　　工程内不良の削減 工程内不良（二次検査含む）前年対比１/２化各課実施計画に沿って実施

　　　ＱＣサークル活動の推進 年2回QC大会を目標に実施

　　　上水道使用量の削減 0.002 ㎥/千円 －0.5％ －0.5％

１３／１６



推進担当部門

推進責任者 2024年6月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 上期評価 １２月 2025年1月 ２月 ３月 ４月 ５月 下期評価

△0.25% △0.25% △0.25% △0.50% △0.50% △0.50% △0.75% △0.75% △0.75% △1.00% △1.00% △1.00% △1.00%

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

　1.4　電力削減活動

106Mwh 106Mwh 106Mwh 106Mwh 107Mwh 107Mwh 107Mwh 107Mwh 107Mwh 107Mwh 107Mwh 107Mwh 1,280Mwh以上

△0.25% △0.25% △0.25% △0.50% △0.50% △0.50% △0.75% △0.75% △0.75% △1.00% △1.00% △1.00% △1.00%

　2.1 3Rの推進

3.38% 3.38% 3.38% 3.38% 3.38% 3.38% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100.00%

1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 12件

21,093 18,081 15,017 17,011 18,524 17,338 16,217 14,715 13,904 15,312 14,004 13,400 194,616

3　環境配慮活動の推進

　3.3　ミニ改善活動の推進 年1件 全社

事務局確認 松浦C

4　地域貢献'活動 草刈りの実施 年2回

事務局

　1.5　太陽光発電の維持・継続

　　　　②重量管理の強化

樹脂ダンゴ分別

　1.1　事務所の日常省エネ活動推進
       (対象部門：営業技術部,品証部,
　　　　　　　　　　　生産管理部,経営企画部）

環境点検表
実施率100%

環境点検表
実施率100%

2　廃棄物排出量の抑制

年度合計 備考欄

製造部

取組項目 管理項目
計画と実績　（上段：計画、下段：実績、　　　　　　　：計画、　　　　　：実績　　　　　　評価　〇×△）

１.　CO２　排出量原単位の低減

経営企画部

製造部
生産管理部

全社

全社

粉砕量の管理
2023年度粉砕量 194,616kg

製造部
生産管理部

前年度廃棄物原単位1%低減
202３年度廃棄物 0.038kg/千円

重量管理の強化

前年比発電量　105%
（2023年度 1,241Mwh）

製造部
生産管理部

環境管理責任者確認 寺地常務

　3.1　新人社員教育の実施 新入社員教育の実施 事務局

QC大会年2回実施(11月・4月）

前年度CO２原単位1%低減
2023年度CO２原単位　1.36

　1.3　物流の日常省エネ活動推進
　　　（対象部門：生産管理部）

坂部製造部
坂口製造部

　3.2　QC活動の推進(全社対象)

製造部
生産管理部

　　　①不良低減活動の推進による不良品
　　　　　排出量の低減（レデュース)

不良率低減率100%(前期50%,後期
50%)

202３年度不良率
6.46%

　　　②ﾁｬｯｸ板作成
　　　　(リユース）

チャック板作成件数1件/月

　　　③工場内リターンの推進
　　　　（リサイクル）

環境点検表
実施率100%

　2.2　有価物への切替推進
　　　　①樹脂ダンゴ分別

７－２　次年度の環境経営計画(２０２４年度)

評価

（総合コメント：年度末）

営業技術部
生産管理部

品質保証部

　1.2　製造部の生産省エネ活動推進
　　　（対象部門：坂部,坂口製造部）

１４／１６

樹脂ダンゴ分別の教育・指導

重量管理の教育・指導

新
入



　　１．環境関連法規等の遵守状況

　　　　　当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

遵守状況

　廃棄物処理法 ・保管施設の表示と保管基準の遵守 ・表示板掲示（６０㎝以上） ○

・収集運搬業者及び処分業者の委託契約 ・契約書 ○

・委託契約許可書の管理 ・有効期間　５年間（有効期限の確認） ○

・マニフェスト管理 ・マニフェスト控えのＡ・Ｂ２・Ｄ・

　　Ｅ票の保管

・マニフェストの交付状況報告 ・４月１日～６月３０日までに前年度

　　分報告

　騒音規制法 ・特定施設からの騒音に関する規制基準の 　特定施設

　静岡県生活環境保全条例 　遵守及び施設の届出 　空気圧縮機（７．５ｋｗ以上）

　合成樹脂用射出成形機

　振動規制法 ・特定施設からの振動に関する規制基準の 　特定施設

　静岡県生活環境保全条例 　遵守及び施設の届出 　空気圧縮機（７．５ｋｗ以上）

　合成樹脂用射出成形機

　労働安全衛生法 ・特定作業従事者の健康管理 安全衛生管理者　増田ふみ代

・設備メンテナンス時の安全対策

・ＳＤＳの管理 ・作業標準書にて現場への掲示

　　　　（該当作業なし）

　消防法 ・指定可燃物の貯蔵取扱の届出 ・指定可燃物、廃プラ類（３t以上）

　浄化槽法 ・保守点検及び清掃 ・保守点検　　１回／３ヶ月保守点検

・清掃　　（実施記録　３年間保管）

・法定点検(年1回実施)

・産業廃棄物管理責任者の選任 ・責任者名　　松浦　翔

・年１回以上実地の確認

 改正省エネルギー法 ・第二種エネルギー管理指定工場 ・エネルギー管理員　増田　太一 中長期計画書

　（エネルギー使用状況届提出） ・エネルギー管理員　松浦　翔 定期報告書：〇

R6.7.29提出済み

　　２．訴訟などの有無

　　　関係機関からの指摘、利害関係者、近隣の住民からの訴訟も過去３年間ありませんでした。

　　３．環境関連法規等の見直し

　　　年に１回、見直しを実施します。

〇

法規の名称 適用内容

（確認日　２０２４年１1月１０日　確認者　環境管理責任者)

・産業廃棄物の委任先の実地確認と、
　その記録の保存

○

H27.7.10 提出済み

○

H27.7.10 提出済み

○

○

　8.環境関連法規への違反、起訴等の有無

備考（規制基準値、その他）

〇：５月17日
報告済み

○

　静岡県産業廃棄物の適正な
中部カレット

12月22日
訪問：〇
別紙参照

　処理に関する条例

　フロン排出抑制法

・フロン使用機器の点検と実施 対象機器全点
・自身での簡易点検の実施(3カ月ごと)
第一種特定機器の定期点検
・空調機(50kw以上)年1回以上
・空調機(7.5kw～50kw未満)3年に1回
・冷凍冷蔵機器(7.5kw以上)年1回以上
  (有資格者が実施)

フロン簡易点検
記録簿：〇
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作成　　２０２４年　１０月　３０日

　確　認　　：（必要に応じて評価・コメント記載）

１ エコアクション２１文書 ☑　  ： 環境経営マニュアル(2014年6月1日付)の変
更は無し

２ 環境目標及び目標達成状況 ☑　  ： 電力量を削減する為にも無駄な生産を無
くし効率よく生産をしていきたい。

３ 環境活動計画及び取組実施状況 ☑　  ： 問題なし

４ 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 ☑　  ： 問題なし

５ 外部コミュニケーション・対応記録 ☑　  ： 近隣の苦情なし

６ 問題点の是正・予防処置の実施状況 ☑　  ： 特になし

７
取引先、業界、関係行政機関、その
他　　外部動向 ☑　  ： 特になし

８ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）☑　  ： 特になし

変更の必要性 「　有　」の場合の指示事項等　　

１ 環境方針   有　・　無

２ 環境経営目標・計画   有　・　無

３ 環境経営計画・取組項目   有　・　無
ミニ改善目標の見直しの検討
　月1件→年1件

４ 環境に関する組織   有　・　無

５ その他のシステム要素   有　・　無

６ その他（外部への対応）   有　・　無

　　取組の適切性等）

２
、

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目

　　全体評価・コメント

　９．代表者による全体の評価及び見直し・指示

活動期間　（　２０２３年６月１日　～　２０２４年　５月３１日）

１
、

見
直
し
関
連
情
報

項　　　目

　（環境経営システムの有効性、環境への
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